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「ことばの民族誌」（Hymes 1962, 1974）、「CA（会話分析）」（Sacks, Schegloff & Jefferson 1974)
など関連分野に影響を受けながら、「インターアクションの社会言語学」（Gumperz 1982; 

















パで盛んになっていた（Halliday & Hasan 1976 等）。1980 年代に入ると、ヨーロッパでは、
R. Wodak らに代表される、言語表現の背後にあるイデオロギーを重視した社会批評的観点
から談話を分析する「批判的談話分析（Critical Discourse Analysis：CDA）」（Wodak (ed.) 1989; 














































（Conversation Analysis: CA）、（2）相互作用の社会言語学（Interactional sociolinguistics）の
Gumperz らや「ことばの民族誌（Ethnography of speaking）」の Hymes らの影響を受けて発
展した D. Tannen に代表される社会言語学者を中心とするもの（Conversational Analysis と
呼ばれることが多い）（Tannen 1984 等)、（3）M. Tomasello らに代表される言語使用に基づ
いた話し言葉の談話コーパスの作成も意識した「使用基盤言語学（Usage-based Linguistics）」
的アプローチ、（4）発達心理学者らによる第一言語習得研究、養育者と幼児の社会的相互
作用研究の一環として行われている会話の分析、社会心理学者の研究（Snow 1992; Snow et 
al. 1990; Budds, Locke & Burr 2017）等、（5）認知心理学者、認知科学者らによる認知の社








































































1973 年に、R. Brown が、初めて子供の発話を収集し分析した結果を発表したのが発端とな
って（Brown 1973）、主に、養育者と子供の対話の分析を中心とする第一言語習得研究が盛
んになった。その後、量的分析を可能にするために、文字化の原則の検討、開発、データ
ベース化が進んだ。The Child Language Data Exchange System (CHILDES)（MacWhinney & 








ン（Communication with older adults）の仕方に、ベビー･トーク（子供に対する話し方）と
共通するものがあることを問題視する観点から行われているものなど、現実的な問題解決







































俣 2013; 宇佐美・山崎 2018）。また、日本語教育との連携を意識した共同構築型 WEB 教















Interaction: HAI, Human Computer Interaction: HCI）における「対話研究（Spoken Dialog Systems 












































ク（NCRB: Natural Conversation Resource Bank）』は、国立国語研究所の機関拠点型基幹研
究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブ・プロジェクト
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